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学術論文 共　著 「識別力を重視したライティングルーブリックの開発」 山梨学院大学経営情報学研究会 平成30年 3月 経営情報学論集第24号 共著者：児島功和（山梨学院大学准教授）

学術論文 共　著 「高大接続の実現に向けた授業プログラムの試みと評価」 九州国際大学社会文化研究所 平成30年 3月 社会文化研究所紀要第15巻 共著者：藤野博行（九州国際大学法学部助教）

学術論文 共　著 「初年次ゼミの学習を促進するクラス環境～クラス環境と学生の特性との相互作用に注目して～」 山梨学院大学法学研究会 平成30年 1月 法学論集第81号、141頁～158頁 共著者：児島功和（山梨学院大准教授）

学術論文 共　著 「スチューデント・アシスタント向けガイドブックの開発と評価実験」 山梨学院生涯学習センター 平成30年 3月 研究報告第32輯 共著者：百瀬光一（山梨学院大学教授）他

学術論文 共　著 「ＳＡの成長を促すための業務及び相談関係の在り方」 山梨学院生涯学習センター 平成30年 3月 研究報告第32輯 共著者：百瀬光一（山梨学院大学教授）

学術論文 共　著 「優れたライティングを引き出す初年次ゼミの授業運営」 山梨学院生涯学習センター 平成30年 3月 研究報告第32輯 ―

学術論文 共　著 「特異項目機能分析によるライティングルーブリックの評価」 電子通信学会 平成30年 3月 信学技報第117号、243頁～248頁 共著者：野津昭文（大分県立看護科学大学助教）

学術論文 共　著 「初年次ゼミの学習成果を高める雰囲気と授業デザインの特性」
北海道大学高等教育推進機構高等教育
研究部高等教育研究部門

平成30年 3月 高等教育ジャーナル第25号 査読付き論文

口頭発表 単　独 「ＬＭＳの学内普及戦略のための基礎調査」 私立大学情報教育協会 平成29年 9月 教育改革ＩＣＴ戦略大会 ―

口頭発表 共　同 「初年次ゼミの学習成果を左右する要因」 初年次教育学会 平成29年 9月 第10回大会 共同発表者：児島功和（山梨学院大学准教授）、青山貴子（山梨学院大学准教授）

口頭発表 共　同 「鬼ごっこにおける”しっぽ”の役割」 回発育発達学会 平成30年 3月 第16回大会 共同発表者：大﨑恵介（山梨学院大学講師）、塚田雄二（山梨学院大学教授）

口頭発表 共　同 「小学生におけるスポーツ鬼ごっこプレー時の運動学的特性」 日本コーチング学会 平成30年 3月 第29回大会 共同発表者：大﨑恵介（山梨学院大学講師）、塚田雄二（山梨学院大学教授）

講　演 単　独 「教育測定の方法と実践」
教育・保育者養成のためのアクティブ・
ラーニングプログラムの開発・研究に
関する研究会

平成30年 2月 平成30年2月大会 ―

石川　勝彦
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